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学校法人大阪産業大学 理事長　　吉岡  征四郎

　後援会の皆様方におかれましては日頃より学園運営に多大なるご支援、ご協力を頂きまして

誠にありがとうございます。

　さて、本学園は昨年11月に創立90周年を迎え、10年後の100周年を見据えた「長期ビジョン」

およびそのビジョンを実現するためのアクションプランである「中期事業計画」を策定し、新たな

歴史の第一歩を踏み出しました。「グローバルな視点を持ちつつ、生涯を通じて向上心を持ち続け、

社会に貢献する社会人」の育成を目指して教職員一同着実な実践を積み重ねてまいりたいと考え

ております。

　また、一方ハード面でもすでに策定した「キャンパス整備計画」に基づき、まず東キャンパス

を手始めに設備の新設・廃止を進めてまいります。さらにこの 4月には 6 カ所の学生食堂をすべ

てリニューアルし、加えて東キャンパスに 90 周年事業の一環としてワーキング・コモンズを整

備するなど、学生諸君の就学環境と福利厚生の充実にも努めているところであります。

　私は、大学のミッションは単に知識やスキルを教えることにとどまらず、学生諸君の「知的自

立心」を育むこと、そのきっかけを作ることにあると思っています。生涯を通じて

向上心を持ち続ける青年を育てられるよう全力を尽くす所存でありますの

で、引き続き一層のご支援のほどお願いし、挨拶といたします。

　　　　「Parents ←→Osaka Sangyo University」
「後援会だより」は、保護者と大阪産業大学をつなぐコミュニティ誌です。
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保護者の皆様へ



　11月3日（日）
　「第12回留学生フェスティバル」が多目的ホールで開催されました。
　例年、11月後半に実施されていましたが、今回から「阪駒祭」と同じ日程で学内での開催となりました。これは、海外留学生と
日本人学生、また近隣市民の方々との交流をより活性化し、国境に関係なく人間同士の繋がりが一層深められることを願って
変更となったようです。
　司会は、韓国人留学生のイジュンギ君（経済学部）と澄川紗香さん（国際学部）のお二人で、インドネシア留学生たちのバ
ンド演奏で華やかにスタートしました。中村学長の開会宣言の後、中国・韓国・ベトナム・モンゴル人留学生たちが祖国の唄や
民族舞踊など玄人はだしの演技で会場を盛り上げていました。例年に比べ約1か月間準備・練習時間がなかったそうですが、
観客からは惜しみない拍手が送られていました。
　また、日本人学生として丸井優斗君（工学部）の空手演武や、毎回出演いただいている四條畷小中「四条太鼓」の皆さん
の和太鼓演奏など、国際交流にふさわしい演目で楽しい時間が過ごせました。最終演目「プロジェクト共育 ＯＳＵ舞龍団」に
よる舞龍で最高に会場のボルテージが上がりました。
　最後フィナーレでは、演者だけでなく受付や音響・演出などスタッフも全員舞台に上がって記念撮影で幕を下ろしました。
　2時間くらいのイベントでしたが、異文化体験ができた貴重な経験となりました。（取材：後援会事務局）

「第12回留学生フェスティバル」が開催されました。
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　　　 にAR機能がつきました　下記の手順でぜひアプリをダウンロードしてください。

AppStoreまたはGooglePlayで
「あるぞうくん」を検索してください。

ARアプリ「あるぞうくん」を
ダウンロードする

STEP1

※ 一部のスマートフォン・タブレットではご覧いただけない場合があります。※ AR コンテンツの視聴期間は予告なく終了させて頂く場合がございます。予めご了承ください。

「あるぞうくん」アプリを起動
し、右記専用QRをスマホ等で必
ず読み取ってください。

専用QRを読み込む
STEP2

左のマークが付いている写真
全体にかざすとARコンテンツ
が楽しめます。

ARコンテンツを見る
STEP3

このマークが付いている写真に
かざすだけで動画がご覧になれます！！ ☞詳しくは裏表紙をご覧下さい。
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海 外 語 学 研 修 体 験 者

インタビュー ＆ 体験記
国際交流プログラムで海外研修に行った学生にインタビューしました。

①目的・動機を教えてください　　　②研修を終えての感想は

　英語海外研修を終えて今、私が1番成長した点は「会話力」だと感じています。語学学校や
ホームステイ、観光など様々な状況での英会話を通し、自然と意思疎通ができるようになりました。
　語学学校では、会話力における「積極性」を身に付けることができました。どの瞬間において
も勇気を出してよかったと思っています。カナダ人だけでなく韓国人や台湾人、メキシコ人など
様々な国の友達を作ることができました。各国の文化について話し楽しく交流できました。帰国
した今でも連絡を取り合い、友達として仲良くしています。
　ホームステイ先はサレーという街でした。自然が多く、空気の澄んだ綺麗な場所でした。家族
はお母さんとお父さん、こども3人とドイツ人留学生の6人でした。お母さんと料理をしたり、お父
さんと映画を見たり、こどもたちとたくさん遊びました。充実した生活の中で会話力における「感
情の表現」を伸ばすことができました。毎晩家族と一緒に夕飯を食べる際、家族一人一人が
素敵な話をしてくれてとてもにこやかな時間を過ごしました。この会話によって共感の気持ちを
徐々に表現できるようになりました。家族と湖に水泳しに出かけたことは私にとってかけがえの
ない思い出です。
　そして、新しくできた友達とバンクーバー観光に行きました。ここは多様な人種で構成され
ているため、その街並みは多種の建築物が
混在し、少し歩くだけで様々な魅力を感じる
ことができました。友達と英語で会話をしな
がら観光し、英会話のスキルアップもできま
した。
　以上の体験や会話力向上、その他の文
化交流を経て、インターネットやガイドブック
にはないカナダのさらなる魅力を発見できま
した。また、もっと日本の文化を発信したいと
強く思いました。そのため、私は必ずもう一度
カナダを訪れます。この研修で出会ったすべ
ての人に感謝しています。

「英会話から得た人間力」

家族 飯 食 家族
な時間を過ごしました。この会話によって共感の気持ちをな時間を過ごしました。この会話によって共感の気持ちを
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ーバー観光に行きました。ここは多様な人種で構成されバ 観光に行きました。ここは多様な人種で構成され
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感じる
話をしな話をしな
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他の文他の文
ドブックドブック
見できま
したいとしたいと
う一度う 度
たすべ 木村 優里さん

デザイン工学部 環境デザイン学科 2年

　今回が初海外だったので、英語でのコミュニケーション、ホームステイ先での交流、ご飯は口に合
う？ 治安は？ 等たくさん不安がありました。しかし「百聞は一見に如かず」実際にはそんな不安はすぐな
くなりました。
　まず1週目は慣れるのが大変でした。苦労したのが天候です。出発時の日本は真夏だったので、急
に気温が下がり体調を崩し鼻水や咳が止まらなかったです。朝と昼の寒暖差が大きいので、服装にも
困りました。学校では、英語で言いたいことが全く出ず、辞書で調べてから話していたのでスムーズに
進まなかったです。ホームステイ先は学校からバスと電車で1時間半かかり辛かったですが、帰るとホス
トファミリーが気さくに話しかけてくれるのでとても安心できました。最初の頃はイエスとノーでしか返せ
なかったけど。
　2週目は徐々に生活や学校に慣れていきました。授業で積極的に発表できるようになったり、外国の
学生とも友達になれたりと毎日の学校が楽しくなっていきました。ホストファミリーと会話をもっとするように
なり、とても仲良くなりました。日本のお土産を渡すととても喜んでくれたので持ってきた甲斐がありました。
　最終週はすっかり生活に馴染みずっと住みたくなるような気持ちも芽生えました。学校の先生や友達
と仲良くなり、もっと色々話がしたいって時に終わってしまいました。ホストファミリーとの最後の日はもう会
えないと思うと寂しく、もっと一緒にいたいという気持ち
が強かったです。またどこかで会えると願っています。
　研修を通じて、より一層英語を勉強しようという気
持ちが強くなり、自分の視野が広がり、将来就く仕事
で英語を使ってみたいとも思いました。また、ホストファ
ミリーに温かく歓迎され、些細なことにまで気を使って
くれました。日々色んなことが新しくて、刺激的で貴重
な体験ができたと思います。
　最後に、留学に行くことに心よく承諾してくれた親
には感謝しかないです。今後色々な困難や苦悩が待
ち受けていると思うけど、この経験を糧に頑張ってい
けると思いました。

「百聞は一見に如かず。習うより慣れる体験を！」

三宅 敦斗
経済学部 2年

カナダ英語語学研修  体験記

①2年次にベトナム交流プログラムの際、現地日系企業を訪問
し、海外でのビジネスに興味がわき英語学習に力を入れまし
た。TOEIC500点目標に頑張りましたが、あまり成果が上がら
ないので、英語力強化のためカナダ研修に参加しました。
②現地では、コミュニケーション・プレゼンテーション力が必要
で、自然と英語力が身に付いた感じです。帰国後に受けた
TOEICで見事目標達成できました。勉強方法もテキストだけ
でなく、好きな洋画や洋楽を（英語で）見たり聞いたり楽しく勉
強しています。

「新たな挑戦に向けて一歩踏み出そう！」

中村 誠さん
工学部 機械工学科 3年

カナダ英語研修プログラム

①我が家でホームステイを受け入れていたことや、日本在
住の外国人との交流の機会などがあり、自分の積極性
を伸ばすためプログラムに参加しました。
②ベトナムでは、過去の戦争という歴史からベトナム人の
知恵や力強さを学びました。また、貧困差が激しく、日本
では当たり前のことが普通ではない（好きな時に好きな
だけ食べることや明日も生きていることなど）事にショッ
クを受けました。近い将来、アメリカに1年間留学しよう
と考えています。

「挑戦することの大切さを感じたベトナム研修」

丸井 優斗さん
工学部 交通機械工学科 2年

ベトナム交流プログラム

①高校のとき友人から海外留学の話を聞いて、大学で行こうと決めていました。
3年秋になると就活が始まるので、それまでに視野を広げておきたいと思い参
加しました。

②時間の考え方の違いにカルチャーショック
を受けました。日本では仕事が中心で、家
族やプライベートはその次と考えるけど、カ
ナダ人は個人（家族）との時間をきっちりと
分けて考えています。大事なことと思い就
職先に海外拠点も検討してみます。
思い出は、「和食が恋しい」と云ったときホ
ストファミリーのパパが作ってくれた『うど
ん』がとてもおいしかったです。

「人生感のギャップが、
 就活観のターニングポイントに！」

藤本 さくらさん
経営学部 商学科 3年

カナダ英語研修プログラム

①大学に入って中国語を学びました。1年間勉強した今のレベ
ルがどれくらい通じるのかを確かめたくて参加しました。
②外からの情報でしか知ら
なかった中国は、思ってい
た以上大きく、想像を超え
て発展していることや、冷
たい飲料を飲まない習慣
など、中国の社会や文化、
人々を知られて良かったで
す。今からの中国語学習
（プラス英語）に、もっと頑
張りたいと思いました。

「強い気持ちで飛び込め！
 そこに新しい景色が見えてくる！！」

高寺 椋太さん
国際学部 国際学科 2年

中国語海外研修プログラム

その他：帽子・水筒ボトル（水が高い）・スーパー袋・圧縮袋・小さい鞄（袋類は必）・絆創膏・シャンプー等々日用品が多いですが、現地で買うのは高いそうです。参考にしてください。

持って行って良かった（持って行ったら良かった）

BEST５
1
2
3
4
５

胃腸薬
ウエットティッシュ
虫よけスプレー・虫刺され薬Wi-Fi
子供向けお土産（アニメ・プラモ）
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大阪産業大学の「海外研修」「海外留学」プログラム

【海外研修プログラム】

　語学教育の一環として夏期休暇中に実施する海外研修です。この研修に参加することにより単位を修得できます。参加できるのは学部2年生以上で、語学研修科目を履
修登録することが必要です。学部によっては履修できない場合があります。
　後援会および学会から援助金の給付があります。

■ 海外研修

国
　　 アメリカ（シアトル）
　　 イギリス（ブライトン）
　　 カナダ（バンクーバー）
　　 ドイツ（ヴュルツブルク）
　　 フランス（ストラスプール）
　　 韓国（ソウル）
　　 中国（上海・北京）

研修名

英語海外研修

ドイツ語夏期海外研修
フランス語夏期海外研修
朝鮮語夏期海外研修
中国語夏期海外研修

研修先
カプランインターナショナルランゲージスクール
ブライトン大学併設語学学校
ＶＩＣ語学学校
ヴュルツブルク大学
シエル・ド・ストラスプール語学学校
Lexis Korea語学学校
上海外国語大学

研修時期

8～9月

8～9月
8～9月
8月
8月

研修期間

24日間

23日間
18日間
17日間
21日間

滞在方法

ホームステイ

学生寮
ホームステイ
ホームステイ
学生寮

研修費用
約60万円
約50万円
約45万円
約37万円
約41万円
約23万円
約10万円

　選抜学生に対して研修に必要良される費用（授業料・教材費・渡航費・滞在費）を一部負担して実施する語学研修です。単位認定もあります。
　自己負担額に対し、後援会および学会から援助金の給付があります。

■ 奨学金給付による語学研修

　経済学部の専門教育の一環として実施する海外研修です。アメリカ・ベトナムにおいて現地の経済・政治・文化・歴史・語学などを講義や見学を通じて学びます。詳細は、
経済学部事務室までお問い合わせください。

■ 経済学部海外研修

国
　　 アメリカ（シアトル）
　　 イギリス（ブライトン）
　　 カナダ（バンクーバー）
　　 中国（上海・北京）

研修名

英語海外研修

中国語夏期海外研修

研修先
カプランインターナショナルランゲージスクール
ブライトン大学併設語学学校
ＶＩＣ語学学校
上海外国語大学

研修時期

8～9月

8月

研修期間

24日間

21日間

滞在方法

ホームステイ

学生寮

※2019年実施分に付き、今後変更・中止の可能性もあります

　春休み期間中に約6～７週間の英語語学研修を行います。協定大学での語学研修、ホームステイや課外アクティビティを通じて、実践的な英語コミュニケーション能力の
向上を目指します。奨学金の給付および後援会から援助金が支給されます。

■ 春期英語中期留学

国
　　 アメリカ（ワシントン）

研修先
ワッコムコミュニティカレッジ

研修時期
2～3月

研修期間
40日間

滞在方法
ホームステイ

研修費用
約50万円

※2019年実施分に付き、今後変更・中止の可能性もあります

　選抜学生をベトナムに派遣し、国際交流をはかるプログラムです。協定校の学生との交流をはじめ、現地日系企業や学校施設の訪問など、多彩なプログラム内容になっ
ています。単なる海外旅行では味わえない貴重な体験ができます。 また、名所旧跡を訪問し、ベトナムの歴史や文化に触れて見聞を広めます。

国際交流課では、交換留学や海外研修等の募集・派遣手続き及び外国人留学生のための各種支援制度の案内や生活相談等を行っています。又、個人留学に関する資
料や国際交流に関する情報を随時提供していますので、気軽にお問い合わせください。
https://www.osaka-sandai.ac.jp/life/inter_ex/

■ ベトナム国家大学との学生交流プログラム

国
　　 ベトナム（ホーチミン）

研修先
ベトナム国家大学ホーチミン市人文社会科学大学

研修時期
2～3月

研修期間
7日間

滞在方法
ホテル

研修費用
約10万円（往復運賃は大学負担）

※2019年実施分に付き、今後変更・中止の可能性もあります

【海外留学プログラム】

　優秀な学生を海外の協定校などに留学する制度として、派遣留学および語学留学制度を実施しています。留学期間は6か月～1年間（語学留学は12か月間）で、所定の
選考に合格したものが対象です。留学期間は在学年数に含まれ、留学先の大学で修得した単位は、本学での単位に読み替えられます。また、奨学金給付などの経済支援と
留学先の授業料は不要（本学授業料は納入）となります。
　派遣留学生に対し、後援会から留学支度金の補助もあります。

■ 派遣留学・語学留学

国
　　 アメリカ（ワシントン）
　　 イギリス（ブライトン）
　　 カナダ（ブリティッシュコロンビア）
　　 ドイツ（ヴュルツブルク）
　　 韓国（ソウル）
　　 韓国（京畿道）
　　 中国（長春）
　　 台湾（台中）

研修名

派遣留学

語学留学

派遣先
ワッコムコミュニティカレッジ
ブライトン大学
ランガラ大学
ヴュルツブルク大学
国立ソウル科学技術大学校
京畿大学校
東北師範大学人文学院
国立台中科学大学

募集人数

若干名

1名
2名
2名
1名
2名

英語圏派遣留学

ドイツ派遣留学
韓国派遣留学
韓国語学留学

中国語学留学

※2020年実施予定に付き、今後変更・中止の可能性もあります　※イギリス（ブライトン大学）は、受入体制調整中に付き募集なし

※2019年実施分に付き、今後変更・中止の可能性もあります

4  OSAKA SANGYO UNIVERSITY
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１
〉
学
生
の
福
利
厚
生
に
対
す
る
援
助

（
１
）
学
生
主
催
行
事

・
行
事
名
：
新
入
生
交
流
合
宿

・
開
催
日
時
：
平
成
31
年
４
月
６
日
〜
４
月
７
日

・
実
施
場
所
：
淡
路
島
観
光
ホ
テ
ル
（
兵
庫
県
洲
本
市
）

右
記
の
件
に
つ
き
ま
し
て
援
助
し
ま
し
た
。

（
２
）
大
学
祭
に
対
し
て
費
用
の
援
助
を
行
い
ま
し
た
。

・
開
催
日
時
：
令
和
元
年
11
月
２
日
〜
11
月
３
日

・
実
施
場
所
：
大
阪
産
業
大
学 
中
央
キ
ャ
ン
パ
ス

（
３
）
課
外
活
動

・
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
等
課
外
活
動
に
対
し
て
及
び

団
体
登
録
料

右
記
の
件
に
つ
き
ま
し
て
44
団
体
に
援
助
し
ま
し
た
。

（
４
）
寄
贈
・
贈
呈

・
新
入
学
生
に
ト
ー
ト
バ
ッ
ク
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

・
卒
業
生
に
卒
業
記
念
ア
ル
バ
ム
を
記
念
品
と
し
て
贈
呈

し
ま
し
た
。

（
５
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
共
育

・
鳥
人
間
コ
ン
テ
ス
ト
出
場
に
際
し
て
援
助
し
ま
し
た
。

２
〉
学
生
の
就
職
活
動
に
対
す
る
援
助

・
就
職
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
、
積
極
的
に
支
援
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

３
〉
支
部
活
動
の
助
成

・
北
陸
、
東
海
、
滋
賀
、
京
都
、
三
重
、
奈
良
、
岡
山
、

西
中
国
、
四
国
の
８
地
区
に
支
部
が
結
成
さ
れ
て
お
り
、

地
域
で
活
動
の
た
め
に
助
成
し
ま
し
た
。

４
〉
海
外
留
学
・
語
学
研
修
の
援
助

・
２
ヶ
国
、
計
22
名
に
対
し
て
援
助
を
行
い
ま
し
た
。

後
援
会
よ
り

ご
報
告

令和元年度後援会活動報告（上期）

＊ 

令
和
元
年
度

　
常
任
委
員
・
幹
事
名
簿 

＊

〔
後
援
会
常
任
委
員
・
幹
事
〕

会
長

　

湊 

利
恵
（
経
営
学
科
）

副
会
長

　

服
部 

香
（
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
科
）

　

明
田 

哲
治
（
経
営
学
科
）

会
計
委
員

　

大
坪 

み
ゆ
き
（
国
際
経
済
学
科
）

　

塚
田 

賀
代
（
国
際
学
科
）

会
計
監
査

　

藤
田 

仁
美
（
交
通
機
械
工
学
科
）

　

有
元 

美
彩
（
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
科
）

常
任
委
員

　

森
田 

孝
司
（
経
営
学
科
）

　

宮
脇 

三
徳
（
都
市
創
造
工
学
科
）

　

中
村 

浩
江
（
建
築
・
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
）

　

井
上 

由
佳
（
電
子
情
報
通
信
工
学
科
）

　

小
林 
知
子
（
国
際
学
科
）

　

小
笠
原 
通
晴
（
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
科
）

　

西
村 

人
美
（
商
学
科
）

　

東 

博
美
（
経
済
学
部
）

　

笹
山 

茂
（
経
済
学
部
）

　

川
村 

美
保
（
交
通
機
械
工
学
科
）

　

藤
村 

知
子
（
国
際
学
科
）

　

平
本 

令
子
（
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
科
）

　

松
本 

英
理
（
経
営
学
科
）

　

遠
藤 

真
理
（
経
済
学
部
）

　

浅
田 

泉
（
電
子
情
報
通
信
工
学
科
）

北
陸
地
区
支
部
長

　

黒
川 

あ
ゆ
み
（
経
営
学
科
）

東
海
地
区
支
部
長

　

宇
都 

久
幸
（
機
械
工
学
科
）

滋
賀
地
区
支
部
長

　

木
戸 

弘
美
（
商
学
科
）

京
都
地
区
支
部
長

　

岩
野 

由
紀
（
都
市
創
造
工
学
科
）

三
重
・
奈
良
地
区
支
部
長

　

西
本 

悦
子
（
交
通
機
械
工
学
科
）

岡
山
地
区
支
部
長

　

森 

美
枝
（
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
科
）

西
中
国
地
区
支
部
長

　

田
中 

巻
絵
（
建
築
・
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
）

四
国
地
区
支
部
長

　

森 

宏
章
（
電
子
情
報
通
信
工
学
科
）

幹
事
長

　

藤
岡 

克
則

　
　

学
生
部
長
／
国
際
学
部
教
授
（
国
際
学
科
）

幹
事

　

大
津
山 

澄
明

　
　

教
務
部
長
／
工
学
部
教
授
（
交
通
機
械
工
学
科
）

　

倉
橋 

幸
彦

　
　

国
際
学
部
教
授
（
国
際
学
科
）

　

宮
本 

忠
吉

　
　

ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部
教
授
（
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
科
）

　

矢
寺 

顕
行

　
　

経
営
学
部
准
教
授(

経
営
学
科)

　

福
森 

徹

　
　

経
営
学
部
准
教
授
（
商
学
科
）

　

齋
藤 

立
滋

　
　

経
済
学
部
准
教
授
（
経
済
学
科
）

　

服
部 

純
典

　
　

経
済
学
部
准
教
授
（
国
際
経
済
学
科
）

　

杉
村 

明
彦

　
　

デ
ザ
イ
ン
工
学
部
教
授
（
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
）

　

並
川 

誠

　
　

デ
ザ
イ
ン
工
学
部
教
授
（
建
築
・
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
）

　

金
澤 

成
保

　
　

デ
ザ
イ
ン
工
学
部
教
授
（
環
境
理
工
学
科
）

　

杉
山 

幸
三

　
　

工
学
部
講
師
（
機
械
工
学
科
）

　

橋
本 

健
二

　
　

工
学
部
講
師
（
交
通
機
械
工
学
科
）

　

大
前 

達
彦

　
　

工
学
部
講
師
（
都
市
創
造
工
学
科
）

　

岩
田 

明
彦

　
　

工
学
部
教
授
（
電
子
情
報
通
信
工
学
科
）

　

吉
田 

武
則

　
　

全
学
教
育
機
構
講
師

　

勝
野 

友
之

　
　

事
務
部
長

　

小
西 

正
彦

　
　

教
務
部
次
長

　

吉
井 

義
郎

　
　

学
生
部
次
長

　

中
川 

易

　
　

就
職
支
援
課
長

　

北
村 

友

　
　

事
務
部
庶
務
課
長

　

店
家 

潤
治

　
　

事
務
部
庶
務
課
／
後
援
会
担
当



三
重
・
奈
良
地
区

三
重
・
奈
良
地
区
支
部
長
の
西
本
悦
子
で
す
。

　

現
在
、
三
重
奈
良
支
部
は
、
11
名
で
活
動
を
し
、

年
４
回
の
支
部
役
員
会
と
年
１
回
の
地
区
懇
談

会
・
支
部
総
会
が
主
な
活
動
に
な
り
ま
す
。

　

支
部
役
員
会
は
、
い
つ
も
穏
や
か
で
和
気
あ
い

あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で
行
な
っ
て
い
ま
す
。
年
４

回
の
顔
を
合
わ
せ
て
交
流
で
き
る
役
員
会
が
、
あ

り
が
た
い
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

年
一
回
の
地
区
懇
談
会
は
、
昼
食
交
流
会
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
こ
の
会
は
立
食
形
式
で
す
の
で
、

各
学
科
の
先
生
方
や
他
の
保
護
者
の
方
と
お
話
し

が
で
き
る
い
い
機
会
だ
と
思
い
ま
す
。

　

年
に
一
回
だ
け
の
貴
重
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
た
く
さ
ん
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

岡
山
地
区

岡
山
地
区
支
部
長
の
森
美
枝
で
す
。

　

岡
山
支
部
は
、
第
29
回
定
例
総
会
が
６
月
29
日

（
土
）
無
事
開
催
し
ま
し
た
。
中
で
も
個
別
懇
談

や
昼
食
交
流
会
で
は
、
普
段
お
会
い
す
る
機
会
の

少
な
い
先
生
方
と
の
交
流
で
子
供
達
の
現
状
や
将

来
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
色
々
な
お
話
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
保
護
者
の
皆
様
も
有

意
義
な
時
間
を
過
ご
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

来
年
も
沢
山
の
保
護
者
様
に
参
加
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
役
員
一
同
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

西
中
国
地
区

西
中
国
地
区
支
部
長
の
田
中
巻
絵
で
す
。

　

西
中
国
地
区
支
部
会
は
、
広
島
県
・
山
口
県

在
住
の
保
護
者
が
会
員
と
な
り
活
動
し
て
お
り

ま
す
。

　

当
支
部
会
で
は
、
役
員
を
中
心
に
『
わ
が
子
の

学
生
生
活
を
よ
り
良
い
環
境
に
す
る
！
』
を
モ
ッ
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支部だより

ト
ー
に
、
ど
ん
な
こ
と
が
問
題
な
の
か
、
ど
の
よ

う
に
解
決
す
れ
ば
よ
い
の
か
な
ど
、
建
設
的
な
意

見
交
換
の
場
と
な
る
よ
う
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

同
時
に
、
遠
方
で
一
人
暮
ら
し
を
す
る
子
供
を

持
つ
保
護
者
の
不
安
を
解
決
で
き
る
場
に
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

当
支
部
会
と
し
て
は
、
総
会
に
参
加
し
て
い
た

だ
い
た
保
護
者
の
方
々
に
『
意
外
と
ご
近
所
に
後

援
会
仲
間
が
い
る
』
と
い
う
こ
と
に
気
づ
い
て
い

た
だ
き
、
そ
こ
か
ら
安
心
に
繋
げ
て
い
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、
引
き
続
き
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

四
国
地
区

四
国
地
区
支
部
長
の
森
宏
章
で
す
。

　

四
国
支
部
は
、
道
後
温
泉
の
愛
媛
・
讃
岐
う
ど

ん
の
香
川
・
よ
さ
こ
い
祭
り
の
高
知
・
阿
波
お
ど

り
の
徳
島
か
ら
な
る
四
県
の
支
部
で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
を
大
切
に
す
る
た
め
に
、
役
員
を
四
県

持
ち
回
り
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

七
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
四
国
支
部
総
会
に
お

い
て
は
、
昼
食
交
流
会
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ

り
沢
山
の
保
護
者
の
皆
様
に
来
て
い
た
だ
い
て
と

て
も
好
評
で
し
た
。
数
少
な
い
こ
の
よ
う
な
機
会

に
少
し
で
も
多
く
の
皆
様
が
気
軽
に
ご
来
場
出
来

る
よ
う
改
善
・
継
続
を

し
て
い
ま
す
。
又
、
昨

年
よ
り
取
り
入
れ
た

L
I
N
E
グ
ル
ー
プ

に
よ
り
役
員
の
会
話
が

繁
盛
に
な
り
親
睦
会
で

も
気
軽
に
会
話
出
来
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

他
支
部
の
皆
様
方
、
是

非
四
国
支
部
親
睦
会
に

参
加
し
て
い
た
だ
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。

北
陸
地
区

北
陸
地
区
支
部
長
の
黒
川
あ
ゆ
み
で
す
。

　

北
陸
支
部
は
、
富
山
県
・
石
川
県
・
福
井
県
の

三
県
で
成
り
立
ち
ま
す
。
支
部
総
会
・
地
区
教
育

懇
談
会
や
常
任
委
員
会
は
、
ほ
ぼ
中
間
地
点
の
石

川
県
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

支
部
活
動
は
、
主
に
年
一
回
の
地
区
教
育
懇
談

会
の
お
手
伝
い
と
意
見
交
換
食
事
会
を
す
る
こ
と

で
す
。
毎
年
地
区
懇
談
会
で
は
、
各
学
部
の
先
生

方
と
た
く
さ
ん
お
話
が
で
き
、
保
護
者
同
士
の
交

流
も
深
ま
り
、
と
て
も
有
意
義
な
ひ
と
と
き
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

支
部
役
員
と
し
て
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
他

の
保
護
者
の
方
々
と
協
力
し
、
後
援
会
活
動
の
お
手

伝
い
を
少
し
で
も
で
き
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

東
海
地
区

東
海
地
区
支
部
長
の
宇
都
久
幸
で
す
。

　

東
海
地
区
か
ら
の
入
学
者
は
少
な
く
、
後
援
会

支
部
活
動
も
そ
れ
に
伴
い
比
較
的
小
規
模
で
す
。

　

令
和
元
年
6
月
30
日
（
日
）
に
名
古
屋
市
の
名

鉄
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ
れ
た
支

部
定
期
総
会
、
就
職
・
教
育
懇
談
会
に
参
加
さ
れ

た
保
護
者
数
は
当
日
お
越
し
に
な
っ
た
教
職
員
と

ほ
ぼ
同
数
。
一
見
盛
り
上
が
り
に
欠
け
て
い
ま
し

た
が
、
昼
食
会
で
の
複
数
の
先
生
と
の
懇
談
や
個

人
面
談
で
の
様
々
な
教
職
員
の
方
か
ら
お
話
し
を

伺
う
機
会
を
通
し
て
充
実
し
た
ひ
と
と
き
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
が
少
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
お
越
し
頂

い
た
教
職
員
及
び
後
援
会
本
部
の
方
に
深
く
感
謝

い
た
し
ま
す
。

滋
賀
地
区

滋
賀
地
区
支
部
長
の
木
戸
弘
美
で
す
。

　

滋
賀
支
部
の
活
動
は
、
年
3
〜
4
回
の
常
任
委

員
会
と
年
1
回
の
支
部
総
会
、
地
区
教
育
懇
談
会

で
す
。

　

各
学
年
3
、
4
名
の
役
員
が
集
ま
り
、
和
気
あ

い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
会
議
を
進
め
て
い

ま
す
。
ま
ず
、
大
学
生
に
な
っ
て
も
役
員
が
当
た

る
の
か
と
、
驚
い
て
の
参
加
に
な
る
の
で
す
が
、

大
学
生
活
や
就
職
活
動
な
ど
の
情
報
を
得
る
こ
と

が
出
来
る
良
い
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

教
育
懇
談
会
で
は
、
出
席
状
況
や
成
績
な
ど
を
、

各
学
部
の
教
職
員
の
方
々
が
個
別
懇
談
形
式
で
丁

寧
に
説
明
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
資
格
取
得
や
就

職
活
動
に
つ
い
て
の
相
談
も
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　

来
年
度
の
地
区
教
育
懇
談
会
に
も
、
多
く
の
方

が
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
準
備

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
来
年
度
２

回
生
に
な
る
保
護
者
さ
ま
、
役
員
立
候
補
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

京
都
地
区

京
都
地
区
支
部
長
の
岩
野
由
紀
で
す
。

　

京
都
府
支
部
は
今
年
度
14
名
の
常
任
委
員
で

活
動
し
て
い
ま
す
。
年
間
５
回
の
常
任
委
員
会
を

開
催
し
、
７
月
に
行
わ
れ
る
地
区
教
育
懇
談
会
に

向
け
て
の
準
備
や
本
部
常
任
委
員
会
の
報
告
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
委
員
会
終
了
後
に
は
、
大

学
生
活
や
就
職
活
動
な
ど
不
安
に
思
っ
て
い
る

こ
と
を
先
輩
保
護
者
の
方
に
相
談
、
情
報
交
換
を

し
た
り
と
保
護
者
同
士
の
交
流
の
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

教
育
懇
談
会
で
は
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
方
の

お
話
や
、
就
職
が
決
ま
ら
れ
た
４
回
生
の
先
輩
か

ら
の
体
験
談
な
ど
、
役
立
つ
情
報
が
得
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
個
別
懇
談
会
で
は
各
学
部
の
教
授
か
ら
学

校
生
活
、
成
績
、
出
席
状
況
な
ど
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

今
ま
で
参
加
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
保
護
者
の

方
、
ぜ
ひ
７
月
に
行
わ
れ
る
地
区
教
育
懇
談
会
に

参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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後
援
会
よ
り

ご
報
告

令和元年度 地区教育懇談会

参加者に
聞きました
〈兵庫地区〉

懇
談
会
終
了
後
、
保
護
者
の
方
々
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

不
安
な
気
持
ち
で
参
加
し
た
親
御
さ
ん
の
多
く
が
、

心
配
を
安
心
に
変
え
て
帰
路
に
つ
か
れ
た
よ
う
で
す
。

　

１
年
次
か
ら
毎
回
参
加
し
て
い
ま
す
。
今
年
４

年
生
に
な
り
、
卒
業
で
き
る
の
か
ど
う
か
が
今
の

最
大
の
関
心
事
。
気
が
か
り
で
し
た
が
、
ど
う
や

ら
大
丈
夫
そ
う
な
の
で
ひ
と
ま
ず
ホ
ッ
と
し
て
い

ま
す
。
大
学
の
サ
ポ
ー
ト
が
熱
心
で
、
い
ろ
い
ろ
な

か
た
ち
で
大
学
と
し
て
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て

い
る
姿
勢
も
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

経
済
学
部　

経
済
学
科

原
田
和
寿
さ
ん
、
理
佐
さ
ん

「
安
心
し
ま
し
た
」「
参
考
に
な
り
ま
し
た
」

動画
配信中

　

今
春
入
学
し
た
ば
か
り
。
子
ど
も
自
身
も
単
位

の
こ
と
な
ど
で
よ
く
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
不

安
が
っ
て
い
た
の
で
、
来
て
み
ま
し
た
。
個
別
の
懇

談
会
で
は
、
疑
問
点
を
含
め
て
じ
っ
く
り
先
生
に

ご
相
談
で
き
、
お
話
が
聞
け
て
よ
か
っ
た
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
で
き
る
限
り
、
い
ろ
い
ろ
な
催
し
に
参

加
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

経
済
学
部

吉
田
香
奈
江
さ
ん

　

子
ど
も
に
聞
け
ば
「
大
丈
夫
」
と
言
う
け
れ
ど
、

本
当
に
単
位
は
順
調
に
取
れ
て
い
る
の
か
、
ち
ょ
っ

と
心
配
に
な
り
参
加
し
ま
し
た
。
先
生
か
ら
履
修

票
を
見
せ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
必
要
な
も
の
は
押

さ
え
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
て
一
安
心
。
キ
ャ
リ

ア
セ
ン
タ
ー
長
の
就
職
状
況
の
お
話
も
た
い
へ
ん
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。

デ
ザ
イ
ン
工
学
部　

建
築
・
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科

松
村
数
久
さ
ん
、
泰
子
さ
ん

多くの保護者が参加
全国各地で大盛況

天
候
の
影
響
も
な
く
各
地
の
会
場
で

盛
況
に
全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
た

「
地
区
教
育
懇
談
会
」
に
つ
い
て

ご
報
告
し
ま
す
。

当日配布された懇談会資料の一部。

兵庫地区教育懇談会の冒頭。湊利恵後援会
長からごあいさつと後援会活動についての
説明がありました

　

後
援
会
主
催
の
事
業
の
中
で
も
最
大

の
催
し
で
あ
り
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
か

ら
毎
回
た
い
へ
ん
ご
好
評
を
い
た
だ
い

て
い
る
「
地
区
教
育
懇
談
会
」
を
全
国
14
会
場
で
開

催
し
ま
し
た
。
今
年
は
天
候
の
影
響
も
な
く
、
予
定

通
り
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
４
年
生
に
よ

る「
就
職
活
動
体
験
発
表
」を
今
年
は
10
会
場
で
行
い
、

好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
全
国
で
計
５
８
２
名
の

保
護
者
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
学
科
の
先
生

と
の
個
別
懇
談
で
は
、
多
く
の
親
御
さ
ん
が
ご
子
女

の
学
生
生
活
や
成
績
に
つ
い
て
熱
心
に
相
談
を
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
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兵
庫
地
区
教
育
懇
談
会
は
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ

ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
神
戸
で
行
わ
れ
、
約
６
０

名
の
保
護
者
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

後
援
会
の
湊
会
長
、
大
学
の
小
川
副
学
長
の

ご
挨
拶
、
中
山
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
長
か
ら

の
直
近
の
就
職
状
況
に
つ
い
て
の
報
告
、
現

役
学
生
に
よ
る
就
職
体
験
ス
ピ
ー
チ
の
後
、

学
部
学
科
に
分
か
れ
て
個
別
懇
談
会
に
移

行
。
各
ブ
ー
ス
で
は
保
護
者
の
皆
さ
ん
が
真

剣
な
面
持
ち
で
先
生
と
話
し
を
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

し
っ
か
り
と
し
た
目
的
意
識
を
も
っ
て
参
加
さ
れ
て
い
る

保
護
者
の
方
も
少
な
か
ら
ず
お
ら
れ
ま
し
た
。

先
生
と
の
個
別
懇
談
で
は
よ
り
具
体
的
な
お
話
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

「
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
け
ま
し
た
」

個別懇談の風景。1組につき最大約20分の時間が用意されて
おり、じっくりと相談できると好評です。履修票の見方、大学
生活の様子などを、学科の先生から直接うかがえる貴重な機
会です。

参加者に
聞きました
〈大阪地区〉

6月30日

兵庫地区

新
神
戸
駅
ち
か
く
の
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た
兵
庫
地
区
の
教
育
懇
談
会
。

学
生
に
よ
る
就
職
活
動
の
体
験
談
も
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

　

シ
ェ
ラ
ト
ン
都
ホ
テ
ル
大
阪
で
開
催
さ
れ
た

大
阪
地
区
教
育
懇
談
会
に
は
、
史
上
最
多
の

昨
年
に
継
ぐ
約
２
０
０
名
が
来
場
。
就
職
体

験
ス
ピ
ー
チ
に
は
経
済
学
科
・
上
級
キ
ャ
リ
ア

コ
ー
ス
の
学
生
が
登
壇
し
、「
就
活
で
大
切
な

の
は
ス
ピ
ー
ド
感
。
３
年
夏
に
は
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
参
加
を
」
と
情
報
満
載
の
話
で
会

場
を
引
き
つ
け
ま
し
た
。
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
「
上
手
く
い
っ
て
い
な
い
と
き
こ
そ
セ

ン
タ
ー
や
教
員
を
頼
っ
て
！
」
と
の
心
強
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
も
響
き
ま
し
た
。

右）信用調査会社や地方銀行から内定をもらった男子学生によ
る就職体験スピーチ。左）学部学科の個別懇談を済ませたのち
に、就職に関する相談ブースを訪れる保護者も多く、関心の高
さがうかがえました。

7月21日

大阪地区

全
国
を
巡
回
し
た
地
区
教
育
懇
談
会
の

締
め
く
く
り
は
大
学
の
地
元
、
大
阪
会
場
。

史
上
最
多
の
来
場
者
で
広
い
会
場
が
い
っ
ぱ
い
に
！

　

４
年
生
に
な
り
就
職
も
内
定
、
卒
業
ま
で
の
残

り
半
年
を
ど
う
過
ご
せ
ば
い
い
の
か
を
伺
い
に
来

ま
し
た
。
１
年
次
か
ら
、
保
護
者
が
参
加
で
き
る

催
し
に
は
ほ
ぼ
出
席
。
子
ど
も
に
直
接
あ
れ
こ
れ

は
言
わ
な
い
の
で
す
が
、
親
と
し
て
一
定
の
距
離
感

で
関
わ
り
な
が
ら
、
大
学
４
年
間
を
見
守
る
こ
と

が
で
き
た
な
と
感
慨
深
い
思
い
で
す
。

工
学
部　

機
械
工
学
科

稲
垣
一
夫
さ
ん

　

３
年
生
に
な
り
勉
強
は
大
詰
め
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
も
始
ま
る
な
ど
、
本
人
も
親
も
未
経
験
の

こ
と
ば
か
り
。
親
と
し
て
何
を
し
て
あ
げ
ら
れ
る

の
か
を
知
り
た
く
て･･･

。
子
ど
も
の
こ
と
を
よ
く

知
る
先
生
と
の
面
談
で
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
子
ど
も
は
嫌
が

る
け
れ
ど
、
今
日
は
来
て
よ
か
っ
た
で
す
。

デ
ザ
イ
ン
工
学
部　

環
境
理
工
学
科

西
川
鈴
代
さ
ん

　

単
位
取
得
状
況
が
よ
く
な
い
と
、
子
ど
も
か
ら

不
安
や
迷
い
を
相
談
さ
れ
、
今
日
は
正
確
な
と
こ

ろ
を
把
握
す
る
た
め
に
や
っ
て
来
ま
し
た
。
先
生
の

お
話
で
は
な
か
な
か
厳
し
い
状
況
で
し
た
が
、
今

後
の
が
ん
ば
り
次
第
で
ま
だ
可
能
性
も
あ
る
と
わ

か
り
一
筋
の
希
望
が･･･

。
子
ど
も
を
励
ま
し
、
一

緒
に
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

経
営
学
部　

商
学
科

田
中
良
晴
さ
ん

動画
配信中
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今
年
は
11
／
２（
土
）〜
３（
日
）に

阪
駒
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
！

　

第
54
回
阪
駒
祭
で
は
音
楽
ラ
イ
ブ
と
お
笑
い
ラ

イ
ブ
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
全
て
に
力
を
入
れ
、

学
生
た
ち
が
一
生
懸
命
行
う
模
擬
店
や
展
示
で
、

学
生
だ
け
で
な
く
地
域
の
人
々
や
子
供
た
ち
な
ど

多
く
の
来
場
者
の
笑
顔
が
印
象
的
で
し
た
。

　

今
回
の
サ
ブ
テ
ー
マ
「
音
笑
（
お
わ
ら
）
な
い

感
動
を
」
は
、
今
ま
で
の
伝
統
で
あ
る
音
楽
・
お

笑
い
ラ
イ
ブ
の
開
催
と
、
い
つ
ま
で
も
「
終
わ
ら

な
い
」
を
か
け
て
、
心
に
残
る
学
祭
を
提
供
し
た

い
と
い
う
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　

11
時
の
開
会
式
前
か
ら
大
勢
の
来
場
者
が
あ
り
、

大
学
内
は
す
で
に
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

 「
吉
本
生
ラ
イ
ブ
」
や
「
ガ
ク
サ
イ
ホ
ウ
ダ
イ
（
バ

ン
ド
ラ
イ
ブ
）」、
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
の
ス
テ
ー
ジ

シ
ョ
ー
や
同
時
開
催
の
「
留
学
生
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
な
ど
今
年
の
阪
駒
祭
も
と
て
も
盛
り
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。

　

大
阪
桐
蔭
中
高
の
学
園
祭
と
も
重
な
っ
て
、
掛

け
持
ち
で
見
学
さ
れ
た
方
も
た
く
さ
ん
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

学
生
や
卒
業
生
・
保
護
者
の
方
は
も
ち
ろ

ん
、
ご
近
所
の
方
や
ち
び
っ
子
も
模
擬
店

や
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
大
変
盛
り

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

結
果
、
今
年
も
配
布
用
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
が
無
く
な
る
ほ
ど
、
多
く
の
人

に
ご
来
場
し
て
い
た
だ
い
た
と
い
う
事

で
し
た
。
Ａ
Ｒ
動
画
で
、
ぜ
ひ
盛
り
上
が

り
を
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

第54回 阪駒祭
it 's 笑

しょう

 time  ～音
お わ ら

笑ない感動を～

動画
配信中
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＊大学祭実行委員会＊

第54回阪駒祭を無事開催できましたこと、実行委員一同心より御礼申し上げます。
好天にも恵まれ大成功に終わり、安心しております。
第55回阪駒祭もご支援・ご協力のほどよろしくお願い致します。

第54代 委員長　眞崎 翔さん
会　計　　　　　荒河 直樹さん

副委員長　　福田 雄飛さん
幹事長　　　文山 達示さん
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キャリアセンター「就職活動対策講座＆プログラム」
就職活動を始めるのに、「就活するには何をしたらいい？どうしたらいい？」、「キャ

リアセンターは何をしてくれる？何を質問したらいい？」等これらの疑問は当たり前

のことでしょう。自分だけが分からないのでなく、皆が不安です。その不安を取り除

くことに協力するのがキャリアセンターです。キャリアセンターでは毎月「就職活動

対策講座＆プログラム」を開催し、皆さんの就活をバックアップしています。

　こんな大産大！！

《 キャリアカウンセラーから保護者の皆様へ 》
少人数の講座を毎月実施し、学生の目線に立ったサポートを心がけ

ています。（石津）

自分らしい生き方を探すお手伝いをさせていただいています。（長井）

学生の気持ちに寄り添い , 一人ひとりの特性に応じたサポートをして

います。（中村）

学生が安心して、自分らしく就活をすすめていけるようサポートし

ています。（福川）

大阪産業大学 キャリアセンター
ホームページ：https://www.osaka-sandai.ac.jp/employ-gualifi/career/

〒５７４－８５３０　大東市中垣内３－１－１　
ＴＥＬ：０７２－８７５－３００１（代表）　　
ＦＡＸ：０７２－８７１－１２１４

お問い合わせ先

インターンシップ説明会
（大学院・編入生）

インターンシップ面接会

インターンシップ事前学習①

第１回キャリアガイダンス
就職・インターンシップを考えよう

インターンシップ事前学習②

第２回キャリアガイダンス
インターンシップにも使える履歴書ES対策

インターンシップ事前学習③

学科別ガイダンス（学科・ゼミ・個別）

ＳＰＩ対策試験＆講座

インターンシップ報告会・情報交換会

第３回キャリアガイダンス
自分にあった業界を考える【業界研究講座】

業界研究セミナー
※実施日は、後援会カレンダーをご参照ください
※大型企業研究会（２月）にて保護者向けイベントを実施予定

合同企業研究会
～理系企業と出会う会～

合同公務員研究会

第４回キャリアガイダンス
　～①就活に備える履歴書ES対策～
　～②面接対策必勝講座～

個人面談（学科別）

キャリアカウンセラーによる履歴書（ES）添削強化期間

大型企業研究会 事前ガイダンス

大型企業研究会（70社）・情報交換会

鉄道業界 合同企業研究会

100選企業 合同企業研究会

解禁直前！スキルアップ講座

合同企業説明会

インターンシップ説明会

4月

12月

5月

6月

2月7月

10月

11月 3月
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教務課「2・3年次での卒業までの成績習得の目安」
卒業の条件は、（1）4年以上在籍（2）124単位（デザイン工学部の一部は128単位）以上を取得することです。一般的には、

1年間で40単位取得を目安で、4年春時点に卒論ゼミまたは卒業研究だけにしておくと学業時間の確保と就活にも大変有利とな

ります。また、3年次までに指定された科目に合格していないと卒論演習や卒研を履修できない場合もあり、2年次、3年次終了

時点で下記卒業要件最低単位数を満たしていないと4年時で卒業できません。

ご存知ですか？！　

学籍番号

2年次終了

3年次終了

学籍番号

2年次終了

3年次終了

学籍番号

2年次終了

3年次終了

学籍番号

2年次終了

3年次終了

◆人間環境学部 ◆国際学科 ◆スポーツ健康学部

08-16P

46単位以上

90単位以上

13-16E

ー

ー

13-17E17-18E

（前期終了）20単位以上
（後期終了）28単位以上

（13-16E）68単位以上
（17E）76単位以上

19E

文化コミュニ
ケーション学科

12-16V

38単位以上

82単位以上

生活環境学科

経済学部 経済学科 国際経済学科

国際学科 スポーツ
健康学科

08-11T

46単位以上

90単位以上

スポーツ健康学科

12-16T

40単位以上

90単位以上

17-19P

38単位以上

86単位以上

17-19T

42単位以上

90単位以上

本学では電話交換手が電話を受けます。その後、担当部署へ電話をつ
なぎます。そのため、○○課へ、もしくは○○のことで質問があります等、
端的に伝えていただくとスムーズに担当部署へ電話を繋ぐことができま
す。お手数ですがご協力をお願いいたします。

【ＧＰＡ（Grade Point Average）制度について】
　学生の学習意欲向上と、教職員による適切な就学支援のためＧＰＡ制度を設けています。
　ＧＰＡとは、アメリカなどで一般的に行われている学生の成績評価 方法の一つであり、履修科目の成績の１単位あたりの成績平均を数
値で表すものです。取得科目の成績が良くても不合格科目が多ければＧＰＡは高くなりません。履修登録した科目を丁寧に学習することが
必要です。
　ＧＰＡ値が著しく悪化した場合、学科教員から就学指導を受けることとなり、場合により退学勧告になることもあります。

【窓口時間】
月曜日～金曜日／9：00～17：00、土曜日／9：00～12：30

【部署と主な業務】
●教務課（大学院・大学）／履修指導、学籍・成績管理、証明書
交付など ●学生生活課／学生生活全般、各種奨学金、遺失物・
捨得物、課外活動など ●キャリアセンター／就職相談、就職
指導、推薦状発行、就職活動証明書発行など ●国際交流課／
海外研修・語学研修、海外留学など ●高等教育センター／各
種講座の企画運営、資格取得・プロジェクト共有のサポートな
ど ●各学部事務室／学部関連業務全般  ●教職教育センター
／教員免許など
●後援会事務室／後援会業務全般

ご質問・ご相談の
お問い合わせ先のご案内 ご協力をお願いします

大阪産業大学公式サイト
https:/www.osaka-sandai.ac.jp
電話でのお問い合わせ／ TEL.072-875-3001（代）

学籍番号

2年次終了

3年次終了

◆デザイン工学部

◆工学部

■ＧＰ換算

12-17H

50単位以上

100単位以上

18-19H

52単位以上

100単位以上

環境理工学科

12-17M

50単位以上

100単位以上

建築・環境デザイン学科

交通機械工学科 都市創造工学科 電子情報通信工学科

情報システム学科

機械工学科

18-19M

52単位以上

100単位以上

17-19V

48単位以上

96単位以上

学籍番号

2年次終了

3年次終了

成績評価

ＧＰ

08-14F

50単位以上

100単位以上

Ｓ

４

15-19F

52単位以上

100単位以上

Ａ

３

08-15G

50単位以上

100単位以上

Ｂ

２

16-19G

52単位以上

100単位以上

Ｃ

１

09-14K

44単位以上

94単位以上

Ｄ・＊

０

15-19K

46単位以上

94単位以上

08-14L

60単位以上

110単位以上

15-19L

58単位以上

106単位以上

学籍番号

2年次終了

3年次終了

◆経営学部◆経済学部

12-19B

28単位以上

76単位以上

経営学科

13-19C

28単位以上

76単位以上

商学科



日本を留学先に選んだ理由

留学先を大産大にした理由

休日の過ごし方は

卒業後の進路は

来日してからの日本の印象

Q1
Q2
Q3
Q4
Q5

P⇔OSU vol.104表紙に協力してもらった留学生のみなさんにインタビューしました。

〈家族との連絡には皆さん「SNSで」連絡を取り合っているという事でした。〉

留学生さん。いらっしゃい！

孫 心童（ソン シンドウ）さん
経営学部 経営学科　4年生（2014～）

中国 遼寧省

先進的な知識が学べるから
自己の能力を発揮できると思った
もっぱら掃除とジム通い
日本で就職します
変わりません。毎日が勉強です

A1
A2
A3
A4
A5

THACH NGOC THUAN（タッ ゴク トゥアン）さん
経営学部 商学科　1年生（2017～）

ベトナム アンザン省

ソン ジヨンさん
経営学部 経営学科　2年生（2018～）

韓国 忠清南道

就職率が良いし、日本に興味があったから
留学サポートプログラムの充実と奨学金制度
アルバイトや友達と過ごしています
自分の能力を活かした貿易関係の仕事
優しい日本人の先生や友達に会えて楽しんでいます

A1
A2
A3
A4
A5

シュレスタ スマンさん
工学部 電子情報通信子学科　2年生（2015～）

ネパール ガンダキ県

チャンタラプラシュム ナンタポンさん
大学院人間環境学研究科　研究生（2019～）

タイ バンコク

EDWARD HENG ERN LE（エドワード ヘイン エンリ）さん
工学部 交通機械工学科　2年生（2018～）

マレーシア クアラルンプール

チャンタラプラシュム ナンタポンさん
大学院人間環境学研究科　研究生（2019～）

日本のTVやアニメを見て、文化やテクノロジーに関心があった
研究のためのすばらしい施設と、多くの奨学金制度
行ったことの無いところを散策しています
タイで専門知識と日本語を活かした仕事に就きたい
思っていた通り、皆さん素敵で親切

A1
A2
A3
A4
A5

EDWARD HENG ERN LE（エドワード ヘイン エンリ）さん
工学部 交通機械工学科　2年生（2018～）

ん

日本人の仕事に対するマナーが素晴らしいから
勉強したかった鉄道コースがあったから
友達とサイクリングに行ったり、ボランティア活動など
日本の鉄道会社に就職します
マナーが良いと改めて感じた

A1
A2
A3
A4
A5

シュレスタ スマンさん
工学部 電子情報通信子学科　2年生（2015～）

日本の技術が世界トップレベルだから
子供のころから勉強したい学科があったから
ゲームをしたり、実験をしたりしています
日本と祖国の懸け橋になりたい
トップな技術が学べて楽しい

A1
A2
A3
A4
A5

THACH NGOC THUAN（タッ ゴク トゥアン）さん
経営学部 商学科　1年生（2017～）

経済発展している国だから
学費の一部支援制度があったから
アルバイトや旅行に行きます
日本で就職を希望しています
日本人は冷たいという思いが違った。それから、真面目。

A1
A2
A3
A4
A5
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「ご利用の保護者の
方々から、こんな
メッセージをいただ
きました」

 

「
後
援
会
だ
よ
り
」
最
新
号
を
お
届
け
い
た
し
ま

す
。「
後
援
会
だ
よ
り
」
は
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
と

大
阪
産
業
大
学
を
繋
ぐ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
誌
で
す
。

　

今
回
お
届
け
す
る
１
０
４
号
で
は
、
本
学
の
国

際
交
流
を
メ
イ
ン
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
取
り
上
げ
、

国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
、
カ
ナ
ダ
、
中

国
、
ベ
ト
ナ
ム
に
研
修
に
行
っ
た
学
生
の
体
験
記

を
載
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
学
の
海
外
研
修
や

留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
紹
介
も
行
っ
て
い
ま
す
。
海

外
研
修
や
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
学
生
に

は
、
後
援
会
よ
り
一
部
補
助
を
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
第
12

回
留
学
生
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
様
子
と
本
誌
の
表

紙
を
飾
っ
て
く
れ
た
留
学
生
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も

掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
一
読
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

　

恒
例
と
な
り
ま
し
た
「
阪
駒
祭
」
の
レ
ポ
ー
ト

も
２
ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。
今

年
度
は
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
大
成
功
に
終
わ
り
ま

し
た
。
開
会
式
で
は
、
湊
利
恵
後
援
会
会
長
よ
り

ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
来
年
度
の
阪
駒
祭
は
第
55
回
と
な
り

ま
す
。
大
学
生
ら
し
い
発
想
の
企
画
が
出
て
く
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

後
援
会
活
動
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
夏
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
地
区
教
育
懇
談
会
の
報
告
と
、
各
支

部
だ
よ
り
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
天

候
の
影
響
も
な
く
、
後
援
会
会
員
皆
さ
ま
の
ご
協

力
に
よ
り
、
各
地
区
で
盛
況
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

こ
と
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

本
学
で
は
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
と
学
生
（
ご
子

女
）
と
大
学
を
繋
ぐ
ツ
ー
ル
と
し
て
、「
保
護
者

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
を
発
信
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
活
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た
し

ま
す
。「
保
護
者
ポ
ー
タ
ル
」
へ
の
ア
ク
セ
ス
方

法
と
提
供
し
て
い
る
情
報
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
ペ
ー
ジ
上
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

今
後
と
も
、
後
援
会
活
動
を
通
し
、
本
学
が
さ

ら
な
る
発
展
を
期
す
る
よ
う
、
ご
協
力
と
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

後
援
会
幹
事
長　

学
生
部
長　

藤
岡
克
則

編
集
後
記
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「保護者ポータルサイト」
へのアクセス

大阪産業大学 保護者ポータルサイト

1.  お知らせ、個人伝言
大阪産業大学及び後援会から最新の話題や情報等を提供
する掲示板です。

2.  時間割
ご子女が履修している時間割を閲覧することができます。

3.  イベント一覧
後援会が実施する地区教育懇談会、定期総会などの参加
の申込みをすることができます。

4.  成績表ダウンロード
ご子女の成績表をダウンロードすることができます。

5.  メール通知設定
大阪産業大学及び後援会からのお知らせやイベントの
開催案内などをメールでも通知します。

〓主な機能〓

使っていますか？「保護者ポータルサイト」！
大阪産業大学では、保護者と学生（ご子女）と大学を繫ぐツールとして、「保護者ポータルサイト」を発信しています。インターネット

を通じ、「お知らせ」や「イベント案内」などの最新情報やご子女の時間割や成績表も確認できる独自のWebシステムです。ぜひ、

ご活用いただきますようご案内いたします。

ＡＲ画面下の
[ 保護者ポータル
サイト ] からも
アクセスできます

「お知らせ」でインフルエンザ
予防接種の割引があると知っ
て、すぐに受けさせました。

奨学金申請の締切日が「お
知らせ」に載っていて助
かりました。

「イベント一覧」から地区教育
懇談会の参加申し込みが簡単
にできて便利でした。

「成績表ダウンロード」から子供の成績チェッ
クができるので、いろいろ話ができました。

「時間割」をチェック
して今、授業中かが
分かるので連絡しや
すくなりました。

「時間割」で、今日何
時頃に帰ってくるのか
分かるようになった。

「時間割」チェックで注
意したら、サボることが
無くなったかな（笑）。
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後
援
会
よ
り

ご
報
告

令和元年度 地区教育懇談会

参加者に
聞きました
〈兵庫地区〉

懇
談
会
終
了
後
、
保
護
者
の
方
々
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

不
安
な
気
持
ち
で
参
加
し
た
親
御
さ
ん
の
多
く
が
、

心
配
を
安
心
に
変
え
て
帰
路
に
つ
か
れ
た
よ
う
で
す
。

　
１
年
次
か
ら
毎
回
参
加
し
て
い
ま
す
。
今
年
４

年
生
に
な
り
、
卒
業
で
き
る
の
か
ど
う
か
が
今
の

最
大
の
関
心
事
。
気
が
か
り
で
し
た
が
、
ど
う
や

ら
大
丈
夫
そ
う
な
の
で
ひ
と
ま
ず
ホ
ッ
と
し
て
い

ま
す
。
大
学
の
サ
ポ
ー
ト
が
熱
心
で
、
い
ろ
い
ろ
な

か
た
ち
で
大
学
と
し
て
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て

い
る
姿
勢
も
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

経
済
学
部

　
経
済
学
科

原
田
和
寿
さ
ん
、
理
佐
さ
ん

「
安
心
し
ま
し
た
」「
参
考
に
な
り
ま
し
た
」

動画
配信中

　
今
春
入
学
し
た
ば
か
り
。
子
ど
も
自
身
も
単
位

の
こ
と
な
ど
で
よ
く
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
不

安
が
っ
て
い
た
の
で
、
来
て
み
ま
し
た
。
個
別
の
懇

談
会
で
は
、
疑
問
点
を
含
め
て
じ
っ
く
り
先
生
に

ご
相
談
で
き
、
お
話
が
聞
け
て
よ
か
っ
た
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
で
き
る
限
り
、
い
ろ
い
ろ
な
催
し
に
参

加
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

経
済
学
部

吉
田
香
奈
江
さ
ん

　
子
ど
も
に
聞
け
ば
「
大
丈
夫
」
と
言
う
け
れ
ど
、

本
当
に
単
位
は
順
調
に
取
れ
て
い
る
の
か
、
ち
ょ
っ

と
心
配
に
な
り
参
加
し
ま
し
た
。
先
生
か
ら
履
修

票
を
見
せ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
必
要
な
も
の
は
押

さ
え
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
て
一
安
心
。
キ
ャ
リ

ア
セ
ン
タ
ー
長
の
就
職
状
況
の
お
話
も
た
い
へ
ん
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。

デ
ザ
イ
ン
工
学
部

　
建
築
・
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科

松
村
数
久
さ
ん
、
泰
子
さ
ん

多くの保護者が参加
全国各地で大盛況

天
候
の
影
響
も
な
く
各
地
の
会
場
で

盛
況
に
全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
た

「
地
区
教
育
懇
談
会
」
に
つ
い
て

ご
報
告
し
ま
す
。

当日配布された懇談会資料の一部。

兵庫地区教育懇談会の冒頭。湊利恵後援会
長からごあいさつと後援会活動についての
説明がありました

　
後
援
会
主
催
の
事
業
の
中
で
も
最
大

の
催
し
で
あ
り
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
か

ら
毎
回
た
い
へ
ん
ご
好
評
を
い
た
だ
い

て
い
る
「
地
区
教
育
懇
談
会
」
を
全
国
14
会
場
で
開

催
し
ま
し
た
。
今
年
は
天
候
の
影
響
も
な
く
、
予
定

通
り
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
４
年
生
に
よ

る「
就
職
活
動
体
験
発
表
」を
今
年
は
10
会
場
で
行
い
、

好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
全
国
で
計
５
８
２
名
の

保
護
者
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
学
科
の
先
生

と
の
個
別
懇
談
で
は
、
多
く
の
親
御
さ
ん
が
ご
子
女

の
学
生
生
活
や
成
績
に
つ
い
て
熱
心
に
相
談
を
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

から読み込みダウンロードして
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